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６月
定定例会例会

　

平
成
27
第
２
回
定
例
会
は
６
月
２
日
か
ら
６
月
18
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
工
事
請
負
契
約
等
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
原

案
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
請
願
１
件
を
採
択
、
議
員
定
数
及
び
報
酬
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
を

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
12
人
の
議
員
が
市
政
一
般
に
つ
い
て
通
告
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一般会計補正予算　１億4,262万円を可決

◆ 日の出地区内の工事請負契約金額の変更を可決 ◆

主な補正予算（歳出予算）
◎ふるさとづくり寄附金事業‥‥‥‥‥‥ ７８２万円
◎マイナンバー制度導入委託‥‥‥‥‥１, ５２６万円
◎子ども家庭・シニア応援
　プレミアム商品券購入補助金‥‥‥‥‥ ６８０万円
◎臨時福祉給付金‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３, ３００万円
◎子育て世帯臨時特例給付金‥‥‥‥‥１, １４０万円
◎ひとり親家庭等学習応援事業  ‥‥‥‥ ４３０万円
◎日の出復興推進事務所経費‥‥‥‥‥‥ ２７９万円
◎公民館耐震補強設計委託‥‥‥‥‥‥３, ０３８万円

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金が支給されます
　消費税の引き上げに伴い、低所得者及び子育て世帯への負担を軽減するため
に、臨時的な措置として、「臨時福祉給付金」及び「子育て世帯臨時特例給付金」
が支給されます。
給付対象となる方には７月に市から申請書が送付されていますので、市役所へ
申請してください。

臨 時 福 祉 給 付 金
対象者１人につき６千円

（１回限り）

子育て世帯臨時特例給付金
対象児童１人につき３千円

（１回限り）

■給付対象者：
　　以下の要件を全て満たす方
○住民登録が潮来市にある。
○平成 27年度の市町村民税（均等割）
が課税されていない方。
　ただし、市町村民税（均等割）が
課税されている方の扶養になって
いる方は対象外。
○生活保護の受給者でない方。

■給付対象者：
　　以下の要件を全て満たす方
○平成 27年６月分の児童手当を受給
されている方
○平成 26年中の所得が児童手当の所
得制限額に満たない方

工　事　件　名 変更後契約金額（変更前契約金額） 変 更 理 由 契 約 業 者

街区液状化対策工事２－２工区
（日の出２丁目地内）

345,276,000円
（300,240,000円）

残土運搬距離・施行延長
施工内容等の変更のため

（株）田崎技術

街区液状化対策工事４－１工区
（日の出４丁目地内）

320,544,000円
（268,704,000円）

残土運搬距離・施行延長
施工内容等の変更のため

松崎建設（株）
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議員定数及び報酬調査特別委員会を設置
　現在の潮来市を取り巻く諸事情を踏まえ、潮来市にふさわしい議会づくりを進めていくため、
議員定数及び議員報酬について調査研究を行うことを目的とした特別委員会の設置が議員発議で
提案され、全会一致で可決されました。
　7月10日に１回目の委員会を開催し、全議員から現在の考えを聴取しました。
　議員からは「議会の事をもっと市民に知ってもらう努力が必要、求められる議会のあり方を各
議員が考えるべき」など議員活動に関しての意見や、「定数は削減すべき、現状維持、定数を削減
し報酬を上げるべき、定数報酬とも削減すべき」など定数・報酬に関しての意見がありました。
　これらの意見をまとめながら、今後審議を重ね、市民の皆様に納得いただけるような結論を導
き出せるよう議員全員で調査を進めてまいります。

市　名 人　口 議員 議員報酬 (円) 市　名 人　口 議員 議員報酬 (円)

潮　来　市 28,982 18 259,000 稲　敷　市 43,386 20 360,000

高　萩　市 29,226 16 375,000 かすみがうら市 43,322 16 269,000

北 茨 城 市 43,847 20 391,000 桜　川　市 44,575 18 293,000

下　妻　市 43,294 20 360,000 行　方　市 36,952 20 249,000

常陸大宮市 42,541 20 350,000 つくばみらい市 49,897 18 278,000

参考　人口５万人以下（県内）の市議会議員数及び議員報酬

年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な運用に関する意見書（要旨）

　公的年金は高齢者世帯収入の７割を占め、６割の高齢者世帯が年金収入だけで生活しており、
特に高齢化率の高い都道府県では年金は老後の生活保障の柱となっています。
　そのような中で政府は、年金積立金管理運用独立行政法人に対し、リスク性資産割合を高める
方向での年金積立金の運用の見直しを求めました。年金積立金は、被保険者の利益のために、長
期的な観点から安全かつ確実な運用を行うべきものであり、日本経済への貢献が目的ではありま
せん。被保険者の意思確認が無いまま、政府が一方的に方向性を示し、見直しが進められている
ことは問題であります。リスク性資産割合を高め、年金積立金が毀損した場合、被保険者・受給
者が被害を受けることになります。
　こうした現状に鑑み、本議会は政府に対し、下記の事項を強く要望します。

記
１．年金積立金は、厚生年金保険法等の規定にもとづき、専ら被保険者の利益のために、長期的

な観点から安全かつ確実な運用を堅持すること。
２．これまでの運用方法から、株式等のリスク性資産割合を高める方向の急激な変更は、国民の

年金制度に対する信頼を損なう可能性があり、国民の財産である年金積立金を毀損しかねな
いため、責任の所在を明確にすること。

　提出先　　衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・厚生労働大臣

国の関係機関へ意見書を提出しました国の関係機関へ意見書を提出しました
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質問者　大平　幸一 議員

　市内の練習場、各施設の利用料金について伺

う。

かすみ保健福祉センター長

　公共施設としてかすみの郷公園、前川運動公

園、ヘルスランドさくら、県民の森、民間では、道の駅

など２カ所が開業しています。また各地区の公園、集会

所など32カ所あります。

　ヘルスランドさくらは市民無料です。道の駅いたこは

平日が半日600円、１日1,100円、土日、祝日が半日800

円、１日1,500円です。

　道の駅の利用料金減額について今後どのよう

に進めるのか伺う。

農政課長

　事業運営は株式会社いたこですので、料金に

ついては相談させていただきます。

環境経済部長

　道の駅が多くのお客様に楽しんでいただけるよう、事

業採算上適正

な形で事業運

営がなされて

います。料金

が適正かどう

か今後十分検

討させていた

だきます。

質問

答

Ｑ１． グラウンドゴルフについて

一
般
質
問

　推進本部、有識者の会議、策定プロジェクト

チームの進捗について伺う。

秘書政策課長

　潮来市まち・ひと・しごと創生本部を設置し、

市民の声を多く反映させるため市民委員を募集します。

産業界、官公庁、金融、マスコミ等の有識者にも協力い

ただき、組織ごとに会議を開催していきます。

　本部長会議の中で基本目標が決定しているの

か伺う。

秘書政策課長

　人口の現状と将来の展望を踏まえた上で潮来

市の実情に応じ基本目標を設定する予定です。

　国の事業で国家公務員や大学研究者を派遣し

て首長を補佐する補佐役派遣がありますが市の

対応を伺う。

秘書政策課長

　現在は制度への応募はしていませんが、今後も

国の制度などの情報確認しながら検討してまいります。

　

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
会
議

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る

の
か
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

庁
内
各
課
に
ま
た
が
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
地
元

産
品
の
発
掘
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
潮
来
市
の
物

産
を
紹
介
し
な
が
ら
寄
附
金
を
呼
び
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
か
ら
の
提
案
を
も
ら

う
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

広
報
も
活
用
し
て
市
民
の

皆
様
の
ア
イ
デ
ア
も
い
た
だ
い
て
ま
い

り
ま
す
。

　

返
礼
品
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
も
の
を
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。秘

書
政
策
課
長

　

主
に
お
米
、
煎
餅
、
つ
く

だ
煮
、
地
酒
等
を
中
心
に
、
餅
や
漬

物
、
農
産
物
な
ど
の
リ
ス
ト
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
市
内
ホ
テ
ル
へ
の

宿
泊
券
な
ど
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

返
礼
品
に
は
物
産
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
嫁
入
り
舟
、

田
植
え
体
験
、
稲
刈
り
体
験
等
、
体
験

返
礼
品
の
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

市
長

　

嫁
入
り
舟
等
が
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、
入
れ
て
い
き
た
い
。
地
域

振
興
と
地
域
産
業
の
育
成
も
目
的
と
な

り
ま
す
の
で
今
後
も
ご
提
言
い
た
だ
き

た
い
。

　

東
海
第
二
原
発
事
故
想
定

受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
計
画

の
進
捗
を
伺
う
。

総
務
課
長

　

茨
城
町
の
皆
様
を
潮
来
市

と
神
栖
市
が
共
同
で
受
け
入
れ
る
避
難

先
候
補
地
域
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
具

体
的
な
手
続
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
役
員
が

４
月
か
ら
か
わ
り
、
講
習
会

等
、
役
員
体
制
報
告
等
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
伺
う
。

総
務
課
長

　

自
主
防
災
組
織
の
育
成
を

図
る
う
え
で
も
、
適
時
講
習
等
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
代
表
者
の
連

絡
先
等
は
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
名

簿
等
の
提
出
に
つ
い
て
も
考
え
て
ま
い

り
ま
す
。

　

関
係
団
体
と
の
防
災
会
議

を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長

　

防
災
訓
練
前
に
関
係
団
体

と
協
議
し
訓
練
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ２． まち・ひと・しごと創生法について

質問

答

質問

質問

答

答

Ｑ３
． 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

Ｑ４
． 防
災
に
つ
い
て

質
問答質

問答

答質
問答

質
問

質
問答質

問

質
問 答答

答

質問
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質問者　村山　正光 議員

　

現
在
の
指
定
管
理
者
の

変
更
を
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

市
長

　

指
定
管
理
者
の
変
更
で

は
な
く
、
指
定
管
理
者
制
度
の
見
直

し
を
す
る
も
の
で
す
。
５
年
、
10
年

と
同
じ
指
定
管
理
で
は
な
く
て
、

も
っ
と
で
き
る
業
者
を
常
に
求
め
て

い
く
こ
と
が
当
た
り
前
の
こ
と
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
業
者
と
は
５
年

間
で
契
約
し
て
い
る
が
、

途
中
で
変
え
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の

か
ど
う
か
伺
う
。

市
長

　

契
約
は
結
ん
で
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
親
し
ま
れ
る
図
書

館
を
目
指
し
て
、
業
者
さ
ん
と
話
し

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問答 Ｑ３
． 

市
立
図
書
館
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て

Ｑ４
． 

副
市
長
、
教
育
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

横
田
教
育
長
は
、
４
月

に
潮
来
小
校
長
に
配
属
さ

れ
た
が
、
な
ぜ
配
属
前
に
教
育
長
に

決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

か
伺
う
。市

長

　

前
教
育
長
が
退
職
さ
れ

た
の
が
平
成
27
年
３
月
６
日
で
、
私

の
市
長
就
任
が
３
月
７
日
で
す
。
教

育
長
の
人
選
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
時
期
的
に
教
職
員
の
人
事
異

動
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
も
の
で

す
。

　

今
年
度
は
副
市
長
は
選

任
し
な
い
方
針
な
の
か
ど

う
か
伺
う
。

市
長

　

高
い
見
識
、
優
れ
た
行

政
能
力
、
調
整
能
力
の
あ
る
方
を
早

急
に
選
任
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　市長公約で市民無料化を実現しますと言われ

ているが、いつから無料化にするのか。

市長

　市民無料化は、首都圏通勤圏の拡充を図り定

住促進につながる重要な施策と考えています。年間約

９万3,000台の利用があり、利用者の割合や料金設定の

変更、用地拡大等の可能性を前提として今年度現況調

査を行います。財政状況を見ながら市長任期で実現を

図ってまいります。

　市民と他市民の車の区別はどのように判断す

るのか伺う。

都市計画課長

一つの判断方法としては、マイナンバー制度に

より配布される、市発行の専用ＩＣカードなどによる

判別方法が考えられますが、駐車場の設備等にも影響

するため、総合的に調査検討してまいります。

Ｑ２． 高速バスターミナル駐車場の無料化について

答

質問

答

質問

答

質
問答

　

今
年
度
の
事
業
予
定
を
伺
う
。

上
下
水
道
課
長

　

新
宮
地
区
で
の
工
事
を
約
１
・
６
キ
ロ
、

新
宮
と
水
原
地
区
の
実
施
設
計
を
約
４
キ
ロ
予
定

し
て
い
ま
す
。
受
益
者
負
担
金
を
賦
課
す
る
予
定

で
し
た
が
、
反
対
意
見
書
の
提
出
が
あ
っ
た
関
係

で
、
１
年
間
延
期
す
る
旨
の
通
知
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
設
置
反
対
署
名
簿
が
市
長

へ
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
を
伺

う
。

上
下
水
道
課
長

　

３
月
10
日
に
反
対
署
名
が
提
出
さ
れ
、

署
名
者
45
名
の
お
宅
を
訪
問
し
て
、
意
見
や
要
望

等
の
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
年
金
生
活
で
経

済
的
に
厳
し
い
、
後
継
者
が
地
元
に
い
な
い
、
受

益
者
負
担
を
少
な
く
で
き
な
い
か
と
い
う
意
見
が

あ
り
、
各
区
長
に
相
談
し
ま
し
て
、
再
度
事
業
説

明
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
公
共
下
水
道
事
業
の
予
定
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

上
下
水
道
課
長

　

今
後
下
水
道
事
業
の
賛
否
確
認
を
行

い
、
秋
に
は
新
宮
水
原
地
区
の
公
共
下
水
道
事
業

の
実
施
の
有
無
を
決
め
て
い
き
ま
す
。
実
施
が
決

定
さ
れ
れ
ば
、
新
宮
地
区
の
工
事
と
新
宮
水
原
地

区
の
実
施
設
計
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。 Ｑ１

． 

新
宮
・
水
原
地
区
公
共

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

質
問答

質
問

質
問答質

問答

質
問答
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一
般
質
問

質問者　沼里真一郎 議員

　教育の充実のために講師等の増員を３月に質

問したが、同様に栄養教諭による栄養教育推進

のため、市の栄養士を増員して給食献立作成は栄養士

がしてはどうか。栄養士の増員は市民の健康増進につ

ながる。

人事財政課長

　現在の課題を精査しながら、栄養士の配置に

ついては前向きに検討させていただきます。

　市には古墳や城跡も多くあり古くから歴史が

ある。地域文化教育、自然環境教育を市の特色

にして、子供を産み育てやすい環境を整え、子育て世

代の流入も図るべき。工事等での発掘調査現場の生徒

見学を。

中央公民館長

　歴史的な価値の高いもの、珍しい遺跡が発掘

されるという場合は、子どもたちや市民の方を対象に

見学会等を実施したいと考えています。

質問

答 答

　

「
復
旧
復
興
工
事
で
の
ウ
ェ
ル
ポ
ン
プ
工
事
や

工
事
振
動
、
地
下
水
位
低
下
工
法
に
よ
り
家
屋
の

傾
き
や
沈
下
が
心
配
」
と
説
明
会
で
の
住
民
の

声
。
一
回
水
平
に
直
し
た
家
で
も
ま
た
傾
い
て
き

て
い
る
。

　

調
査
や
補
償
は
ど
う
か
。
ウ
ェ
ル
ポ

ン
プ
等
の
工
事
前
に
行
う
傾
き
や
沈
下

度
の
調
査
と
調
査
範
囲
は
管
か
ら
３
ｍ
で
は
範
囲

が
狭
い
の
で
は
。

都
市
計
画
課
長

　

工
事
に
よ
る
家
屋
等
へ
の
影
響
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
現
場
を
確
認
し
工
事
に

起
因
す
る
も
の
か
ど
う
か
判
断
し
て
対
応
し
ま

す
。
工
事
に
起
因
す
る
補
償
に
つ
い
て
は
施
工
業

者
に
よ
る
補
償
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
状
で
の

調
査
範
囲
を
拡
充
す
る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

日
の
出
工
事
で
は
い
つ
も
設
計
変
更

が
多
い
の
で
は
。
設
計
会
社
の
問
題

か
。
日
の
出
地
区
へ
地
下
水
流
入
し
て
い
る
の
で

は
。

復
興
工
事
推
進
事
務
所
課
長

　

土
中
の
作
業
と
な
っ
て
お
り
、
ガ
ス

管
の
移
動
、
移
設
等
も
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
設

計
変
更
と
い
う
こ
と
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

都
市
計
画
課
長

　

日
の
出
地
区
の
外
か
ら
の
流
入
と
い
う
の
は
実

証
実
験
や
現
場
の
状
況
か
ら
も
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

地
下
水
位
低
下
工
法
で
は
27
年
度
予

算
で
家
屋
調
査
費
９
億
円
が
全
戸
調
査

と
な
っ
て
28
年
へ
継
続
さ
れ
る
。
沈
下
傾
斜
補
償

基
準
は
。
同
意
時
に
約
束
し
た
沈
下
傾
斜
補
償
は

全
額
市
負
担
か
。

都
市
計
画
課
長

　

補
償
対
象
の
基
準
と
し
て
は
、
全
体

的
に
１
０
０
０
分
の
３
を
超
え
た
被
害
に
対
し
て

の
補
償
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
国

の
基
準
に
よ
っ
て
補
償
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

国
の
補
償
等
を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
潮
来
市
と

し
て
も
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
の
出
工
事
残
土
搬
送
は
清
水
地
区

西
の
平
に
あ
る
砂
利
採
取
跡
地
へ
搬
入

し
て
る
が
、
そ
こ
へ
の
全
搬
入
代
な
ら
し
代
と
全

搬
入
量
は
い
く
ら
に
な
る
予
定
か
。
清
水
地
区
西

の
平
砂
利
採
取
跡
地
業
者
へ
の
搬
入
支
払
単
価
は

３
月
議
会
答
弁
の
よ
う
に
１
㎥
当
た
り
２
７
０
円

位
か
。

都
市
計
画
課
長

　

な
ら
し
代
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中

で
す
。
搬
出
土
量
は
７
万
４
、４
０
４
㎥
で
す
。

Ｑ２
． 

日
の
出
工
事
で
の
家
屋
傾
き
・
沈
下
補
償
・
残
土

搬
入
代

Ｑ１． 教育の充実と健康の推進

質
問答質

問答

◎その他の質問

　○県民の森へ遊具設置・コンサート誘致・防災公園・全国育樹祭を。

　○消防団員確保へ市の助けを。消防団員への配信と無線を。

　○あやめまつりでの大型バス駐車場とホームセンター避難誘導路の買い取り。

　○ろ舟乗り場の桟橋延長と各種募金設置をとＣＤ販売・小動物触れ合い。ＴＶお見合い作戦誘致。

質問

質
問答質

問答
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質問者　小沼　英明 議員

　

前
川
沿
い
の
地

下
水
位
が
高
く
、

数
十
セ
ン
チ
掘
る
と
水
が

湧
い
て
く
る
の
を
市
長
は

ご
存
知
か
。

市
長

　

河
岸
通
り
の
住

民
が
長
い
間
悩
ま
さ
れ
て

き
た
こ
と
は
承
知
し
て
お

り
、
地
下
水
の
調
査
を
実

施
し
た
こ
と
も
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
行
わ
れ
て

い
る
前
川
右
岸
と

Ｕ
字
溝
の
工
事
内
容
を
伺

う
。

道
路
建
設
課
長

　

前
川
沿
線
で

は
、
護
岸
の
か
さ
上
げ
工

事
約
１
４
０
０
メ
ー
ト
ル

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
内

水
排
除
の
た
め
の
側
溝
を

設
置
し
て
、
既
存
の
吐
口

に
接
続
す
る
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

鋼
矢
板
を
一
部

で
も
抜
く
か
、
穴

を
あ
け
て
地
下
水
を
抜
く

こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

今
後
市
が
整
備

す
る
段
階
に
至
っ
た
と
き

に
、
県
が
透
水
性
を
持
つ

石
積
み
構
造
の
護
岸
で
整

備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
際
に
部
分
的
に

シ
ー
ト
パ
イ
ル
を
抜
く
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

前
川
の
拡
幅
工

事
の
進
捗
状
況
を

伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

詳
細
設
計
及
び

用
地
測
量
が
完
了
し
て
、

今
年
度
か
ら
用
地
買
収
に

着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

県
と
市
長
の
太

い
パ
イ
プ
で
解
決

の
糸
口
を
早
く
見
つ
け
て

ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
お

答
え
願
う
。

建
設
部
長

　

河
川
改
修
と
の

関
係
等
々
に
つ
い
て
は
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
必
要

に
応
じ
て
土
木
事
務
所
に

も
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
現
場

も
確
認
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

Ｑ１
． 

八
丁
目
を
始
め
と
す
る
前
川

沿
い
の
地
下
水
位
に
つ
い
て

質
問答

質
問答

　用地買収の進捗を伺う。

都市計画課長

　地権者449人に対して買収済みが

264人。潮来市においては買収が完了し、

他市も含めた合計の進捗率は58％です。

　茨城国体までに開通は間に合うの

か。

都市計画課長

　国交省は、事業着手した平成21年

度から10年程度での完成を目指すとしてお

り、早期開通に向け引き続き要望し事業に

協力いたします。

　水戸の緊急医療施設へ東関道を利

用し搬送出来れば人命も救われる。

一日も早い開通を市長は目指すために尽力

すべきと思うが、お答え願う。

市長

　鹿行５市と県で強い意志を持って

活動しており、国体前に開通できるよう働

きかけをしていきたいと思います。

Ｑ２． 東関道潮来・鉾田間の進捗状況について

答

質問

　

目
的
、
構
成
員
、
協
議

事
項
、
経
費
を
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

市
民
視
点
で
客
観
的
か

つ
専
門
的
に
市
政
の
法
令
遵
守
を

検
証
し
、
市
へ
提
言
し
ま
す
。
委

員
は
、
市
の
顧
問
弁
護
士
、
公
認

会
計
士
、
司
法
書
士
、
元
市
役
所

職
員
の
４
人
で
す
。
市
長
か
ら
の

諮
問
に
よ
り
、
随
意
契
約
、
専
決

処
分
、
公
有
地
売
却
問
題
、
ふ
る

さ
と
館
の
解
体
処
分
、
市
長
選
挙

の
検
証
で
す
。
報
酬
や
費
用
弁
償

で
46
万
９
０
０
０
円
で
す
。

　

委
員
会
か
ら
答
申
が

あ
っ
た
際
に
は
、
議
会
は

も
ち
ろ
ん
一
般
市
民
に
も
結
果
を

知
ら
せ
て
く
れ
る
の
か
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

議
会
へ
も
報
告
し
、
市

民
へ
も
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
中
間
報
告
に
つ
い
て
も
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

答 Ｑ３
． コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
検
証
委
員
会
に
つ
い
て

答 質
問

　

３
月
５
日
放
送
の
Ｔ
Ｂ

Ｓ
「
Ｎ
ス
タ
」
の
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
設
計
ミ
ス
に

よ
り
施
工
業
者
が
１
８
０
０
万
円

の
損
失
を
出
し
た
と
い
う
報
道
に

対
す
る
調
査
に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
状
況
と
Ｔ
Ｂ
Ｓ
に
対
し
抗
議
し

な
い
の
か
伺
う
。

建
設
部
技
監

　

液
状
化
対
策
工
事
請
負

業
者
26
社
に
対
し
て
調
査
し
た
結

果
、
匿
名
で
１
社
か
ら
、
報
道
内

容
的
な
事
実
が
あ
っ
た
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
事
実
関
係
の
立
証

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
Ｔ
Ｂ
Ｓ
に
対

し
て
抗
議
は
し
ま
せ
ん
。

　

１
８
０
０
万
円
の
損
失

で
な
く
て
も
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
不
具
合
で
損
失
は
あ
っ

た
の
か
伺
う
。

建
設
部
技
監

　

施
工
業
者
へ
の
損
失
を

与
え
た
と
い
う
報
道
に
関
し
て
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
検
証
委
員
会

で
検
証
し
て
い
ま
す
。

質
問答 Ｑ４
． Ｔ
Ｂ
Ｓ
の「
Ｎ
ス
タ
」の
放
送
に
つ
い
て

答 質
問

質
問答答 質

問

質
問答

答

質問

質問

答

質
問

◎
そ
の
他
の
質
問

　

○
道
の
駅
敷
地
内
の
遊
具
設
置
の
進
捗
に
つ
い
て

　

○
都
市
計
画
税
の
廃
止
に
つ
い
て
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一
般
質
問

質問者　今泉　利拓 議員

　原市長の「住みたいまち潮来」とはどういう

内容か。

市長

　第一に不公平な税等の解消、社会福祉の充

実、子供から高齢者まで心が触れ合い、教育水準が高

く、子育て環境が整備され、安心して産み育てること

ができるまちづくりです。また地域経済が元気で、働

く場が確保された活気あるまち、健康的で防災、防犯

面も含めて安心・安全で、明るく、住みやすいまちづ

くりを目指します。

　一番重要視しているのは、住民の意思をしっかりと

市政運営に反映させ、優先順位をつけて財源を投入

し、できるだけ負の部分を排除して、潮来市民の思い

をいかに実現できるかに全精力をつぎ込んでいきたい

と考えております。

　安心安全なまち、きれいなまちということも

含まれるのではないか。安心なまち、救急医療

体制の整備。きれいなまちをつくる。ペットを連れて

散歩中の汚物の処理。広報いたこ情報版で飼い主の皆

さんへ注意を喚起する。必要なことでは。

市長

　救急医療体制の整備については、鹿行全体の

医療確保、緊急医療の確保を進めていくというのはど

この市長も同じ考えですので、引き続き努力してまい

ります。

　東日本大震災後、市は中日本建設コンサルタ

ント㈱と、何件位の随意契約をしているか。総

額はいくらになっているか。

総務課長

　３月31日までの随意契約の件数は31件、契約

総額が16億9,451万7,600円となっています。

　１件当たりの随意契約高が、高すぎるのでは

ないか。妥当な契約金額と判断するのなら、根

拠は何か証明願えないか。

総務部長

　液状化対策関連業務に関しましては、所管課

が多数あり、内容等については現在精査している過程

でございます。

質問 質問

答 答

　

ど
こ
で
ど
う
い
う

調
査
を
し
た
の
か
。

秘
書
政
策
課
長

　

震
災
で
日
の
出

地
区
に
次
ぐ
被
害
が
発
生
し

た
潮
来
・
辻
地
区
、
小
泉
地

区
、
十
番
地
区
、
徳
島
地

区
、
延
方
・
大
洲
地
区
で
、

被
害
状
況
調
査
や
新
規
地
質

調
査
、
地
盤
の
液
状
化
発
生

検
証
等
を
行
い
、
地
下
水
位

低
下
工
法
等
の
工
法
を
適
用

し
た
場
合
の
効
果
等
を
検
討

し
ま
し
た
。
液
状
化
対
策
検

討
委
員
会
で
は
当
該

地
区
は
事
業
実
施
す

る
妥
当
性
は
認
め
ら

れ
な
い
と
い
う
結
論

に
至
り
ま
し
た
。

　

調
査
の
結

果
、

液

状

化
対
策
工
事
は
必
要

な
し
の
結
論
に
な
っ

た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
市
は
契
約
変
更

ま
で
し
て
中
日
本
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
と

合
計
４
億
７
１
７
１
万
１
６

０
０
円
の
業
務
委
託
契
約
を

し
た
。
液
状
化
対
策
工
事
も

や
ら
な
い
の
に
、
業
務
委
託

費
が
高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
。
妥
当
な
金
額
と
す
れ
ば

根
拠
を
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

秘
書
政
策
課
長

　

現
在
精
査
中
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い

ま
す
。

Ｑ２
． 

潮
来
、
辻
ほ
か
４
地
区
で
液

状
化
対
策
工
事
が
必
要
か
ど

う
か
の
調
査
に
つ
い
て

Ｑ３． 「住みたいまち潮来」について

Ｑ１． 潮来市と中日本コンサルタント㈱との随意契約について潮来市と中日本コンサルタント㈱との随意契約について

質問

答

答質
問

答

答

質問

質
問

◎その他の主な質問　

　○柗田市長在職中の随意契約について　
　○ 第64回あやめ祭り大会　観光客の動向に

ついて

　○ 外国人観光客を潮来へ　成田、茨城空港

から潮来へ直行（バス）便　国県市から

の財政支援はないものかどうか
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質問者　杉本　俊一 議員

　

公
園
が
設
置
さ
れ
た

経
緯
と
管
理
の
状
況
を

伺
う
。

農
政
課
長

　

平
成
７
年
に
延
方
干

拓
土
地
改
良
区
と
旧
潮
来
町
で
協

議
さ
れ
、
地
域
の
親
水
施
設
と
し

て
整
備
し
、
憩
い
の
場
を
広
く
町

民
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
時
点
で
は
公
園
施
設
の
所
有

者
は
茨
城
県
で
、
管
理
に
つ
い
て

は
県
と
市
で
協
議
中
で
す
。

　

現
在
手
入
れ
等
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
だ
が
今

後
の
計
画
を
伺
う
。

農
政
課
長

　

国
や
県
、
土
地
改
良

区
と
協
議
し
、
有
効
な
管
理
手
法

を
見
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問答 Ｑ３

． 

延
方
干
拓
北
浦
土
手
沿
い
の
公
園

に
つ
い
て

Ｑ４
． 

日
の
出
地
区
住
民
の
区
へ
の
加
入

率
低
下
に
つ
い
て

　

日
の
出
一
丁
目
か
ら

八
丁
目
ま
で
の
加
入
率

を
伺
う
。総

務
課
長

　

平
成
26
年
５
月
現
在

で
、
一
丁
目
約
14
％
、
二
丁
目
約

37
％
、三
丁
目
約
66
％
、四
丁
目
約

32
％
、
五
丁
目
約
26
％
、

六
丁
目
約
37
％
、七
丁
目

約

34

％
、
八

丁

目

約

33
％
、
全
体
で
は

約

30
％
の
加
入
率
で
す
。

　

区
へ
の
加
入

率
を
上
げ
る
た

め
の
今
後
の
対
策
等
を
伺

う
。

総
務
課
長　

広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

区
費
の
使
い
道
等
を
お
知
ら
せ

し
、
ま
た
区
長
さ
ん
と
も
協
議

す
る
場
を
設
け
、
有
効
な
対
策

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

答

質
問答

質
問

　市内小学校和洋式の割合と今後の改修予定を

伺う。

学校教育課長

　小学校全体で198基あり、洋式が86基、和式

が112基です。日の出小学校の和式便器６カ所を洋式

便器への改修を予定しており、全体のバランスを見な

がら洋式化を進めてまいります。

　日の出小学校のトイレのにおいの原因と対応

策を伺う。

学校教育課長

　においの原因については特定できていません

が、換気扇の改修工事をしてほぼ改善されたというこ

とです。

Ｑ２． 小学校のトイレ改修等について

答

質問

答

質問

質
問

答

　

復
興
事
務
所
の
目

的
、
要
望
や
苦
情
の

具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

復
興
工
事
推
進
事
務

所
課
長

　

事
務
所
の
目
的
は
、
窓
口

機
能
の
一
本
化
で
住
民
の
苦

情
や
要
望
等
を
一
元
化
し
て

対
応
で
き
る
体
制
を
と
り
、

少
し
で
も
市
民
の
負
担
を
軽

減
し
、
工
事
を
速
や
か
に
進

行
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
住
民

か
ら
は
Ｕ
字
溝
の
ふ
た
か
け

の
要
望
、
振
動
や
騒
音
、
交

通
誘
導
、
砂
ぼ
こ
り
等
の
苦

情
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
予
定
よ
り
工

事
が
お
く
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
伺
う
。

復
興
工
事
推
進
事
務

所
課
長

　

各
工
事
と
も
お
お
む
ね
予

定
ど
お
り
進
ん
で
お
り
、
工

程
会
議
を
定
期
的
に
実
施
し

て
工
事
に
支
障
を
き
た
さ
ぬ

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

十
番
ポ
ン
プ
場
が

開
設
す
る
前
に
家
屋

調
査
を
し
て
お
く
べ
き
と
思

う
市
の
考
え
を
伺
う
。

都
市
計
画
課
長

　

十
番
ポ
ン
プ
場
の

運
転
開
始
前
に
日
の
出
地
区

全
戸
の
家
屋
に
つ
い
て
事
前

調
査
を
実
施
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
主
党
の
国
会
議

員
が
日
の
出
の
復
興

状
況
を
視
察
に
来
た
理
由
を

伺
う
。

復
興
工
事
推
進
事
務

所
課
長

　

視
察
は
民
主
党
の
要
請
を

受
け
て
実
施
し
た
も
の
で
、

民
主
党
の
復
興
推
進
本
部

が
、
現
場
の
声
を
聞
き
、
被

災
地
復
興
の
後
押
し
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
行
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｑ１
． 

日
の
出
の
復
興
事
務
所
に

つ
い
て

質
問答

質
問答

質
問答

答 質
問
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質問者　橋本きくい 議員 一
般
質
問　私も日の出に64年以上住んでいますが、市民の代

表として日の出で感じたことを自分たちの地域のた

めに質問するのが私の役目です。潮来の行政を理解

しながら、少しでも市民に浸透できるよう、女性で

も政治家になれるようにしていきたいと思い質問し

ます。

　都市計画税の廃止と潮来インターチェン

ジの市営駐車場の駐車料金無料化につい

て、いつから無料になるのか伺う。

秘書政策課長

　都市計画税の廃止については、現時点で

いつから廃止とは明言できませんが、市民から信託

を受けた公約ですので、市の財政状況を見ながら、

できるだけ早く実行できるようにと考えています。

　また、高速バスターミナルの駐車場無料化は、首

都圏通勤の拡充を図るため、または定住促進にもつ

ながる重要な施策と考えており、財政状況を見なが

ら市長任期の中で実現を図ってまいります。

　日の出地区に復興工事推進事務所を設置

したが、結果はどうなっているのか伺う。

復興工事推進事務所課長

　復旧・復興事業を進めるうえで、住民か

らの意見、要望、苦情等をワンストップで対応する

ことが復興工事事務所の主な仕事です。また、少し

でも市民の負担を軽減し、工事を速やかに進行させ

ることです。市民からの苦情等、要望等の問い合わ

せが５月末時点で86件あり、各課と連携しながら対

応しています。

質問

質問

答

答

　

委
員
会
の
詳
し
い
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
私
た
ち
議
員
、
一
般
市
民
も
問
題
提
起
、

意
見
な
ど
も
言
え
る
の
か
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

委
員
会
は
、
市
民
の
信
頼
を
得
る
た
め
に
、
市
民

視
点
で
客
観
的
か
つ
専
門
的
に
市
政
の
法
令
遵
守
を
検
証
し
、

市
へ
提
言
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
構
成
委
員
は
、

市
の
顧
問
弁
護
士
１
名
、
公
認
会
計
士
１
名
、
司
法
書
士
１

名
、
元
市
役
所
職
員
の
合
計
４
名
で
す
。

　

協
議
事
項
は
市
長
か
ら
諮
問
に
よ
り
、
随
意
契
約
、
専
決
処

分
の
検
証
、
公
有
地
売
却
に
関
す
る
検
証
、
ふ
る
さ
と
館
解
体

処
分
に
関
す
る
検
証
、
市
長
選
挙
に
関
す
る
検
証
、
そ
の
他
重

大
な
法
令
違
反
に
つ
い
て
の
検
証
で
す
。

　

期
間
と
し
て
は
９
月
ま
で
の
約
半
年
間
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

委
員
会
は
市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
議
員
の
皆
様
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
問
題
提
起
や
意

見
を
言
え
る
場
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
市
長
が
委
員
会
か
ら
受

け
た
答
申
を
議
会
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

Ｑ１． 原市長の公約について

答 質
問

Ｑ２
． 

潮
来
市
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

検
証
委
員
会
に
つ
い
て
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質問者　後藤　博子 議員

　４月に日の出地区復興工事推進事務所が

開設されて以来、散水車と住民目線に立っ

たきめ細かな対応に日の出地区の住民としても大変

感謝しています。

　これまでの取り組みとは違った新たな仕事がある

のか伺う。

復興工事推進事務所課長

　市民からのご意見、苦情等を一つ一つ速

やかに解決するように引き続き取り組んでいきたい

と思っています。また、6月21日に日の出地区の復

興工事の推進、進捗状況についての説明会、秋ごろ

に地下水位低下前の家屋調査の際にも説明会などを

開催して、市民への情報提供をしていきます。

　新たな取り組みとして、苦情件数を減らすために

定期的なパトロールを実施し、また日の出地区の施

工業者を集めて、全般的な改善への取り組みなどを

実施してまいります。

Ｑ２． 日の出地区復興工事推進事務所について

　

日
の
出
地
区
の
災
害
復
旧
・
復
興
事
業
が
今
年
度
中

に
完
了
と
伺
い
ま
し
た
。
５
月
27
日
の
茨
城
新
聞
に
よ

り
ま
す
と
、
復
興
大
臣
の
コ
メ
ン
ト
の
中
に
、
液
状
化

対
策
へ
の
長
期
支
援
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
は
対

応
で
き
る
と
思
う
が
そ
れ
以
外
は
検
討
さ
せ
て
ほ
し
い

と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
具
体
的
な
内
容
と
検
討

内
容
、
現
在
の
状
況
を
伺
う
。

復
興
工
事
推
進
事
務
所
課
長

　

今
後
来
年
４
月
ご
ろ
か
ら
地
下
水
を
低
下

さ
せ
、
お
よ
そ
10
カ
月
ぐ
ら
い
で
地
下
水
が
地
表
面
か

ら
３
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
ま
で
下
が
る
見
込
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
地
下
水
低
下
の
状
況
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
、
日
の
出
地
区
内
に
11
カ
所
に

地
下
水
を
観
測
す
る
た
め
の
井
戸
を
掘
り
、
順
調
に
地

下
水
が
下
が
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
す
。
こ
の
費

用
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い

う
旨
の
復
興
大
臣
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
地
下
水
を

下
げ
た
際
の
民
家
へ
の
影
響
が
出
た
場
合
の
補
償
つ
い

て
は
関
係
省
庁
と
協
議
検
討
し
て
い
る
段
階
と
思
い
ま

す
。

　

検
討
課
題
も
、
復
興
庁
で
は
夏
ま
で
に
回

答
く
だ
さ
る
と
い
う
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
市
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

復
興
工
事
推
進
事
務
所
課
長

　

復
興
大
臣
が
視
察
に
来
た
際
も
、
地
下
水

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
ま
た
家
屋
調
査
、
補
償
な
ど
の
必

要
経
費
に
つ
い
て
、
国
の
補
助
対
象
と
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
市
長
か
ら
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も

近
隣
の
関
係
自
治
体
と
連
携
し
ま
し
て
、
全
額
交
付
金

と
な
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ１
． 

日
の
出
地
区
の
道
路
復

旧
・
復
興
工
事
と
液
状
化

対
策
に
つ
い
て

質問

答

答 質
問

質
問答

日の出地区に視察に訪れた竹下復興相
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質問者　柚 木　 巖 議員 一
般
質
問

　

子
ど
も
の
貧
困
率
は
、
そ
の
国
の
中
で

の
子
供
た
ち
の
所
得
格
差
を
示
す
指
標

で
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

が
示
す
基
準
に
基
づ
き
、
各
国
の
子
ど

も
を
持
つ
家
庭
の
経
済
状
況
の
デ
ー
タ
か

ら
計
算
さ
れ
把
握
さ
れ
て
い
る
。
最
新
の

日
本
政
府
の
デ
ー
タ
で
は
、
貧
困
状
況
に

あ
る
子
ど
も
の
割
合
は
16.3
％
で
過
去
最
高

で
、
人
数
に
し
て
３
０
０
万
人
を
超
え

る
。

　

こ
の
問
題
を
本
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
な
対
策

が
考
え
ら
れ
る
か
伺
う
。

市
民
福
祉
課
長

　

本
市
で
は
ひ
と
り
親
家
庭
の

自
立
支
援
と
し
て
支
援
員
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
は
子
育
て
支
援
と
し
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利
用

料
助
成
制
度
を
新
設
し
、
就
労
と
育
児
等

が
両
立
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
て

児
童
１
人
１
万
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
配

付
し
、
子
供
の
い
る
生
活
困
窮
者
世
帯
等

へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
無
料

学
習
塾
を
県
内
３
市
が
実
施
。

本
市
の
所
見
を
伺
う
。

教
育
長

　

各
学
校
の
実
態
を
踏
ま
え
、

内
容
の
高
い
も
の
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
無
料
学

習
塾
な
ど
の

取
り
組
み
に

つ
い
て
は
他

の
３
市
の
状

況
を
含
め
検

討
し
前
向
き

に
進
め
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
。

　高齢者が車を運転しなくても便利に暮らせる潮来市、

公共交通を採算性の観点だけでなく、街のにぎわいを取

り戻すための社会資本ととらえるべきと考える。

　協議会設置に対する進捗状況を近隣市との連

携を含め伺う。

秘書政策課長

　近隣市の公共システムの調査結果を取りまと

め、平成27年度末を目途に設置したい。実態を把握する

ため、公共交通の分析調査やアンケート調査の実施を計

画し、近隣市を参考に、利用頻度などを情報交換しなが

ら、的確な判断ができるよう連携の体制を整えていきま

す。

市長

　情報収集、住民の意見を聞き、その上ででき

るだけ早く協議会を立ち上げます。

質問

答

答

　

原
市
長
は
８
つ
の
約
束
と
し

て
選
挙
公
約
と
し
、
市
長
所
信

に
も
示
さ
れ
た
が
、
市
長
独
自
の
政
策
の

中
で
最
重
点
に
取
り
組
む
課
題
を
伺
う
。

市
長

　

本
年
度
の
最
優
先
課
題
は
、

日
の
出
地
区
の
液
状
化
対
策
工
事
の
完
了

で
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
大
の
た
め
の
体
制

整
備
も
進
め
て
お
り
、
国
際
観
光
都
市
関

係
で
は
、
外
国
人
旅
行
者
の
利
便
性
向
上

を
目
指
し
た
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ

ン
ト
の
設
置
拡
大
、
ま
た
現
在
、
免
税
店

の
制
度
導
入
に
向
け
環
境
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に

向
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
会
議
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ２
． 

市
長
公
約
の
最
重
点
課
題
に
つ
い
て

Ｑ１． 公共交通協議会の設置について　

　本市の行政相談員は住民の皆さんの身近な相談相手と

して多岐にわたる業務をこなされています。また民生児

童委員の方々は昼夜を問わず市民の安否確認や、困りご

との相談相手として活躍されています。今後、超高齢化

が進む中で、高齢者向け行政相談サービスの更なる改善

は喫緊の課題と考えます。

　情報通信技術（ICT）を活用したシステムの構

築について所見を伺う。

総務課長

　機器を持ち歩くことによる盗難、情報漏えい

などのリスク面もあり、職員の人的配置等の課題も多く

ありますので慎重に検討を進めていきます。

　当面は行政相談員を増強して出前相談の形で

実施しては如何か所見を伺う。

秘書政策課長　

　行政相談員については、市として増員できる

ような性質のものではないという認識を持っており、福

祉部門の相談を含め現体制において十分な対応をしてい

きたいと考えています。

Ｑ４． 行政相談と窓口業務の連携について

◎その他の主な質問　

　○プレミアム商品券・宿泊券の発行について

Ｑ３
． 

子
供
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

答 質
問答 質

問

答 質
問

質問

答

質問

答
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質問者　飯島　康弘 議員

　

現
在
、
日
中
に
活
動
で
き
る
消
防
団
員
が

減
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
が
、
平
日
の
昼
間

に
対
応
で
き
る
団
員
は
確
保
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
伺

う
。

総
務
課
長

　

日
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
団
員
が
任

務
に
当
た
っ
て
お
り
、
消
火
活
動
に
手
間
取
っ
て
い
る

と
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
部
単
位
で
は
出
動
隊
員
が
少

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
全
体
的
に
は
確
保
で
き

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
は
、
自
分
た
ち
の

街
は
自
分
た
ち
で
守
り
た
い
と
い
う
精
神
は

残
っ
て
お
り
、
そ
う
い
う
思
い
を
形
に
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
る
。
消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
方
な
ど
で
組
織
す
る
機
能

別
消
防
団
の
導
入
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

総
務
課
長

　

今
後
消
防
団
員
が
減
少
し
、
存
続
で
き
な

い
よ
う
な
状
況
の
場
合
に
は
、
積
極
的
に
機
能
別
消
防

団
員
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

火
災
等
の
現
場
に
お
い
て
は
、
消
防
団
員

以
外
で
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
が

多
く
、
そ
の
よ
う
な
方
々
へ
の
補
助
的
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
必
要
と
思
う
が
、
事
故
や
け
が
等
に
対
す
る
補
償

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

総
務
課
長

　

市
は
団
員
等
に
対
す
る
損
害
補
償
の
た

め
、
公
務
災
害
補
償
制
度
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
そ
の

規
定
で
は
、
民
間
協
力
者
が
消
防
作
業
に
従
事
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
補
償
は
実
施
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ１
． 

消
防
団
の
充
実
強
化
に

つ
い
て

質
問答答

　観光客からの問い合わせや苦情等をクリアしていき、

観光ＰＲと現実の落差のないようにしていくことが重要

であると考えます。

　今後国際観光都市を目指すに当たり、遠方か

らの観光客の交通アクセスの現状認識を伺う。

観光商工課長

　あやめ祭り期間は臨時特急が１日１往復の運

行のみで、普通列車では都心から３時間以上かかりま

す。高速バスでは、東京から１時間20分程度ですが降り

場が市街地から離れており、潮来までは早いが市街地ま

でが遠いという現状です。

　現在駅前のテナントが空き店舗になっていま

すが、市として利活用の考えがあるか伺う。

観光商工課長

　寂しい感じはありますが、市が直接空き店舗

を利用する計画はありません。

Ｑ２． 観光都市としての潮来について　

　

各
学
校
の
危
険
箇
所
等
に

つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
学

区
外
で
も
行
動
し
て
お
り
、
学
区
を
超

え
て
市
全
体
に
周
知
さ
れ
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
は
可
能
か
ど
う
か
伺
う
。

学
校
教
育
課
長

　

国
、
県
、
行
方
警
察
署
等

と
連
携
し
て
安
全
確
保
の
た
め
の
対
策

を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
新
た
に
通

学
路
の
緊
急
点
検
を
行
い
事
故
等
の
未

然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
市
全

体
へ
の
周
知
シ
ス
テ
ム
は
、
各
学
校
、

関
係
機
関
と
検
討
し
て
考
え
て
ま
い
り

ま
す
。

　

学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
よ

り
よ
い
環
境
で
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
も
要
望
書
を
出
し
て
い

ま
す
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

学
校
教
育
課
長

　

各
学
校
ご
と
に
詳
細
な
設

計
を
し
て
い
る
段
階
で
、
変
電
設
備
等

の
改
修
工
事
も
必
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
当
初
予
定
の
９
月
頃
よ
り
も
延
び

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
一
日
で
も
早

く
設
置
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

Ｑ３
． 

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

　

茨
城
国
体
や
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
に
よ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
市
民
の
関
心
は
高
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
健
康
促
進
、
観
光

振
興
の
面
か
ら
も
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
復

活
さ
せ
て
は
ど
う
か
。
大
々
的
で
は
な

く
て
も
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
市
の
考
え
を

伺
う
。

中
央
公
民
館
長

　

開
催
の
た
め
に
は
ラ
ン

ナ
ー
の
安
全
確
保
、
各
種
団
体
の
支
援

協
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
課
題
等
を
検

証
し
復
活
に
つ
い
て
は
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

質
問答Ｑ４

． 

潮
来
市
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催

　

 

（
復
活
）
に
つ
い
て

答 質
問

答

質問

質
問

答

質問

質
問答

答 質
問



14平成27年６月定例会

質問者　𠮷 川　 俊 議員 一
般
質
問

　

潮
来
市
主
要
事
業
の

都
市
計
画
道
路
潮
来

駅
・
江
寺
線
整
備
事
業
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
工
程
及
び
完
成
の
見

通
し
等
を
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

現
在
の
状
況
は
、
潮

来
駅
・
立
兼
線
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ｒ
潮
来
駅
か
ら
国
道
51
号
バ
イ
パ

ス
ま
で
の
道
路
で
平
成
20
年
度
ま

で
に
整
備
済
み
で
す
。
先
線
で
あ

る
市
道
に
つ
い
て
は
、
地
元
議

員
、
区
長
の
皆
さ
ん
等
の
強
い
要

望
も
あ
り
、
現
在
は
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
の
発
掘
調
査
を
続
け
て
い

ま
す
。
調
査
の
内
容
で
事
業
が
確

認
で
き
れ
ば
、
平
成
28
年
度
か
ら

設
計
、
用
地
測
量
等
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
完
成
の
見
通
し
は
、
発

掘
調
査
や
予
算
の
状
況
に
よ
り
ま

す
の
で
、
明
確
に
は
お
答
え
で
き

ま
せ
ん
。

　市民意識の高揚とふるさと潮来を愛する

精神を培い、市民相互の和と力強い活力に

よる地域社会の創造を願い「潮来市民の日」の制定

及び市民の愛唱歌として「潮来市の歌」の制作につ

いて提案するが考えを伺う。

市長

　誇り高き伝統や歴史を持つそれぞれの地

域が合併して、潮来市として誕生しました。この筋

目となる記念すべき日を、先人に敬意を表し子孫へ

つなげるため、喜びの日として「市民の日」と、あ

らためて心にとめていただけるよう検討してまいり

ます。多くの市民のや各種団体の方々の声も聞きな

がら制定していくべきものと考えます。「潮来市の

歌」についても、市民の意識が高められる内容を検

討していきます。

　

消
防
団
員
が
条
例
定

数
を
下
回
っ
て
い
る
。

平
成
18
年
７
月
よ
り
総
務
省
消
防

庁
で
は
、「
女
性
消
防
団
員
の
入

団
」
を
促
進
し
て
い
る
。
特
性
を

生
か
し
た
広
報
・
啓
発
等
を
推
進

す
る
た
め
、
女
性
消
防
団
員
を
募

り
、
体
制
整
備
を
図
る
こ
と
提
案

す
る
が
考
え
を
伺
う
。

市
長

　

公
約
で
も
女
性
の
輝

く
街
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。
積
極

的
に
女
性
消
防
団
員
の
登
用
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
長
と
も
コ
ン
セ
ン
サ
ス

は
と
っ
て
お
り
、
早
急
に
登
用
を

進
め
て
い
く
段
階
に
入
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ２
． 

消
防
団
員
の
確
保
方
策
に
つ
い
て

Ｑ１． 「潮来市民の日」の制定について

　地方自治体の財政負担を伴わない行政情

報の発信と事業者の情報提供により、地域

の発展と活性化を目指す企業の発行する「市民便利

帳」。市民サービスの向上と地域経済活性化の観点

から「市民便利帳」の発行を提案するが考えを伺う。

秘書政策課長

　地域発展と活性化を目指す事業者が提案

する市民便利帳について、現在事業者と相談して提

案を受けています。

市長

　情報手段の多様化と広聴・広報活動の充

実をしっかりと図ってまいります。

Ｑ４． 市民便利帳の発行について

◎その他の質問

　○復興工事推進事務所について

　○潮来市十四番地区の電話番号について

　○「公共施設等総合管理計画」の策定について

　○空き家対策について

Ｑ３
． 
潮
来
駅
・
江
寺
線
整
備
事
業
に
つ

い
て

質問

答

答 質
問 答 質

問

質問

答

答
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質問者　笠間　丈夫 議員
　

平
成
13
年
旧
牛
堀
町
・
旧
潮
来
町
が
合
併
特
例
法

第
１
号
と
し
て
潮
来
市
が
誕
生
し
「
合
併
特
例
債
」

を
活
用
し
た
各
種
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
主
な
特
例
債
事
業
と
使
用
さ

れ
た
総
額
を
伺
う
。

人
事
財
政
課
長

　

小
・
中
学
校
整
備
等
で
27
億
３
０
０
０
万

円
、
道
路
整
備
事
業
で
22
億
９
０
０
０
万
円
、
地
域

振
興
基
金
積
立
に
７
億
８
０
０
０
万
円
、
公
園
基
盤

整
備
に
２
億
８
０
０
０
万
円
、
前
川
周
辺
整
備
に

２
億
４
０
０
０
万
円
等
々
で
す
。
平
成
27
年
度
末
借

り
入
れ
総
額
の
予
定
額
は
75
億
８
０
０
０
万
円
で
す
。

　

特
例
債
の
最
終
期
限
と
利
用
で
き
る
残
額

を
伺
う
。

人
事
財
政
課
長

　

最
終
期
限
は
平
成
28
年
度
ま
で
と
な
り
、

使
用
で
き
る
残
額
は
８
億
５
１
４
０
万
円
で
す
。

　

今
後
の
特
例
債
事
業
案
を
伺
う
。

人
事
財
政
課
長

　

現
在
、
新
設
改
良
工
事
途
中
の
道
路
事
業

を
中
心
に
調
整
し
、
新
た
な
事
業
に
つ
い
て
は
予
算

の
策
定
時
期
に
調
整
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
例
債
償
還
と
普
通
交
付
税
減
額
の
見
通

し
に
つ
い
て
伺
う
。

人
事
財
政
課
長

　

特
例
債
償
還
の
最
終
予
定
年
度
は
、
平
成

43
年
度
終
了
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

国
の
ほ
う
で
、
ま
た
交
付
税
の
算
定
方
法
を
見
直

し
約
７
割
程
度
を
確
保
す
る
と
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
よ
っ
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
旧
潮
来
牛
堀
の

２
町
算
定
の
70
％
程
度
が
維
持
さ
れ
る
運
び
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ１
． 

合
併
特
例
債
に
つ
い
て

質
問答答

　本年10月よりマイナンバー制（社会保障・税

番号制）が始まる。

　制度の概要とメリット・デメリットについて伺う。

市民課長

　行政を効率化し利便性を高める社会基盤であ

り、行政サービスの不正受給等の防止、行政手続の簡素

化、サービスの迅速化が図られます。

個人情報の漏えい等については、番号のみでの本人確認

の禁止等、法律により安全確保措置がとられています。

　制度完成まで膨大な事務量が想定されるが要

員確保やバックアップ体制はどのようにしてい

くのか？

市民課長

　秘書政策課、総務課、市民課で事務を進めて

おりますが、今後は全庁体制で取り組んでまいります。

　自治体でも独自の利用方法が可能であるが、

潮来市独自の構想はあるか？

秘書政策課長

　近隣市町村や県の指導を踏まえ、発行普及率

などの状況により住民のニーズに沿った潮来らしい独自

の利用を検討してまいりま

す。

　市民や事業者に対

する周知方法につい

て伺う。

市民課長

　ホームページの更

新、広報紙等で周知し、マイ

ナンバーコールセンターも設

置され受付けしています。今

後も理解を深めていただくよ

う努めてまいります。

Ｑ２． マイナンバー制について

　

「
震
災
集
中
復
興
期
間
」
が
本
年
度
で
終
了

す
る
。
潮
来
市
で
も
本
年
度
末
を
目
標
に
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
い
く
つ
か
疑
問
も
感
じ
ら
れ
る
。

　

下
水
道
の
液
状
化
対
策
に
「
リ
ブ
パ
イ
プ
」
採
用
し

た
が
施
工
後
に
掘
り
返
さ
れ
て
い
る
現
場
が
あ
っ
た
。

掘
り
返
し
の
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

上
下
水
道
課
長

　

幹
線
道
路
１
級
市
道
13
号
線
は
歩
道
の
地
中

に
下
水
道
管
が
あ
り
、
同
じ
位
置
に
復
旧
し
ま
し
た

が
、
復
興
事
業
に
よ
り
新
た
な
地
下
埋
設
物
が
追
加
と

な
り
、
埋
設
位
置
を
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
、
結
果

と
し
て
完
了
し
て
い
た
箇
所
の
リ
ブ
パ
イ
プ
の
撤
去
が

生
じ
ま
し
た
。

　

震
災
復
旧
・
復
興
に
お
い
て
被
災
地
等
で
交

付
金
の
不
正
使
用
の
例
が
多
く
報
道
さ
れ
て
い

る
。
潮
来
市
で
は
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
に
陥
っ
て
い
る
こ

と
は
な
い
か
？

上
下
水
道
課
長

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道
、
下
水
道
、
道

路
の
復
旧
を
最
優
先
に
行
っ
て
お
り
問
題
は
な
か
っ
た

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ３
． 日
の
出
復
興
工
事
に
つ
い
て

質
問答

答

質問

質
問

答

質問

答 質
問答 質

問

質問

質
問答

答

答

質問

リブパイプ
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税
収
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

総
務
委
員
会
研
修
報
告　

　

７
月
27
日
、
28
日
に
北
海
道
池
田
町
を
視
察
し
、
都
市
計
画
税
の
廃
止
及
び
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

池
田
町
は
人
口
７
０
０
０
人
あ
ま
り
。
ま
た
平
成
24
年
度
限
り
で
都
市
計
画
税
を
廃
止
し

ま
し
た
が
、
廃
止
ま
で
は
予
算
額
ベ
ー
ス
で
年
間
２
０
０
０
万
円
程
の
税
収
が
あ
り
ま
し
た
。

　

廃
止
し
た
理
由
は
、
都
市
計
画
税
は
本
来
、
必
要
な
事
業
を
行
う
た
め
に
課
税
徴
収
す
る

も
の
で
、
池
田
町
で
は
、
既
に
工
事
完
了
し
た
下
水
道
の
償
還
金
に
充
て
て
お
り
、
そ
の
意

味
が
既
に
薄
ま
っ
て
い
た
こ
と
。
ま
た
一
部
の
町
民
へ
の
課
税
で
あ
る
た
め
、
税
の
公
平
感

を
保
つ
た
め
に
議
員
提
案
で
廃
止
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

廃
止
し
た
際
の
代
替
財
源
に
つ
い
て
は
、
毎
年
の
繰
越
金
が
、
廃
止
の
都
市
計
画
税
を
上

回
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
賄
え
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

潮
来
市
で
は
、
年
１
億
５
千
万
程
の
税
収
で
あ
り
、
外
に
代
替
と
な
る
財
源
も
な
い
こ
と

か
ら
、
慎
重
な
検
討
を
行
い
つ
つ
議
論
を
し
、
廃
止
す
る
に
し
て
も
一
気
に
廃
止
す
る
の
で

は
な
く
、
税
率
を
徐
々
に
下
げ
て
い
く
な
ど
の
方
法
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

次
に
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
で
す
が
、
池
田
町
で
は
当
初
は
特
産
の
ワ
イ
ン
だ
け
で

あ
っ
た
返
礼
品
の
品
目
を
、
現
在
は
肉
や
農
産
物
、
加
工
品
の
51
品
目
ま
で
増
や
し
た
り
、

ま
た
納
税
者
の
利
便
性
を
考
え
、
納
税
者
が
使
い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
決
済
の
方
法

な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
た
結
果
、
平
成
25
年
度
に
は
21
件
、
６
９
８
万
円
の
寄
付
し

か
な
か
っ
た
も
の
が
、
平
成
26
年
度
に
は
１
９
３
７
件
、

４
２
５
８
万
円
、
平
成
27
年
度
に
は
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の

３
ヶ
月
間
で
、
既
に
２
５
６
８
件
、
４
４
４
１
万
円
の
ふ
る

さ
と
納
税
額
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
反
面
ふ
る
さ

と
納
税
の
使
い
道
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
返
礼
品
が

特
定
の
品
物
に
集
中
し
て
し
ま
い
、
発
送
が
間
に
合
わ
な
い

な
ど
課
題
も
多
い
と
の
こ
と
で
、
今
後
は
数
量
限
定
特
典
の

採
用
な
ど
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

税
収
確
保
は
自
治
体
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
地

域
の
実
情
に
合
っ
た
効
果
的
、
効
率
的
な
方
策
を
議
会
と
し

て
も
提
言
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
復
興
を
目
指
し
て

環
境
経
済
建
設
委
員
会
研
修
報
告　

　

当
委
員
会
は
、
７
月
21
日
、
22
日
に
千
葉
県
香
取
市
と
浦
安
市
、
埼
玉
県
久
喜
市
を

視
察
し
、
各
市
の
液
状
化
対
策
の
現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

香
取
市
で
は
、
震
災
に
よ
り
市
内
約
３
５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
内
住
宅
地
１
４
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
で
液
状
化
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

香
取
市
で
は
、
液
状
化
被
害
を
受
け
た
佐
原
市
街
地
地
区
な
ど
４
地
区
に
つ
い
て
、

対
策
工
法
の
検
討
を
行
い
、
住
民
合
意
が
得
ら
れ
た
佐
原
市
街
地
地
区
で
側
方
流
動
対

策
を
実
施
し
ま
す
。

　

側
方
流
動
対
策
は
、
十
間
川
・
小
野
川
沿
い
で
発
生
し
た
水
平
方
向
に
地
盤
が
移
動

す
る
現
象
に
対
し
て
再
発
を
抑
制
す
る
た
め
、
河
床
部
の
地
盤
改
良
を
行
う
こ
と
に
よ

り
河
川
の
隆
起
や
水
平
方
向
の
移
動
を
抑
え
、
隣
接
宅
地
と
の
一
体
的
な
液
状
化
対
策

を
図
る
と
い
う
も
の
で
、
本
年
度
工
事
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

浦
安
市
で
は
、
埋
め
立
て
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
地
域
を
中
心
に
市
域
の
86
パ
ー
セ
ン

ト
に
も
及
ぶ
範
囲
で
地
盤
の
液
状
化
現
象
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

浦
安
市
で
は
、
調
査
・
検
討
と
実
証
実
験
の
結
果
、
格
子
状
地
中
壁
工
法
を
採
用
し

ま
し
た
。
格
子
状
地
中
壁
工
法
で
は
、
民
地
部
で
も
地
中
壁
を
作
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

一
宅
地
当
た
り
約
３
０
０
万
円
（
１
０
０
万
円
は
市
の
補
助
あ
り
）
が
か
か
る
と
い
う

条
件
の
も
と
、
住
民
説
明
会
を
何
度
も
開
催
し
、
現
在
約
96
パ
ー
セ
ン
ト
の
同
意
が
得

ら
れ
、
本
年
度
か
ら
工
事
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
久
喜
市
で
は
、南
栗
橋
地
区
の
約
9.9
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
内
住
宅
地
は
約
2.6
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
に
お
い
て
液
状
化
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

久
喜
市
で
は
、
調
査
・
検
討
と
実
証
実
験
の
結
果
、
日

の
出
地
区
と
同
じ
地
下
水
位
低
下
工
法
で
液
状
化
対
策
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
10
月
の
工
事
着
手
を
予

定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

潮
来
市
だ
け
が
今
年
度
中
に
復
興
工
事
が
完
了
す
る
予

定
で
す
。
復
旧
か
ら
復
興
ま
で
い
ち
早
く
対
策
を
行
い
予

算
化
さ
れ
た
事
は
他
の
三
市
を
訪
問
し
、
改
め
て
実
感
し

た
思
い
で
す
。
確
実
に
復
興
工
事
が
進
捗
し
市
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
市
と
議
会
に
お
い

て
進
め
て
参
る
所
存
で
す
。
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４　

月

３
日　

潮
来
市
区
長
会
総
会　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

４
日　

権
現
山
公
園
さ
く
ら
ま
つ
り　
　
　

関
係
議
員

６
日　

市
内
小
学
校
入
学
式　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

７
日　

市
内
中
学
校
入
学
式　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

８
日　

市
内
幼
稚
園
入
園
式

10
日　

教
職
員
歓
送
迎
会　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

18
日　

潮
来
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
総
会　

副
議
長

20
日　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会　
　
　
　
　

議
長

20
日　

あ
や
め
ま
つ
り
実
行
委
員
会

22
日　

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
全
大
会　
　

議
長

24
日　

潮
来
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会　

関
係
議
員

24
日　

交
通
安
全
協
会
潮
来
支
部
総
会　
　
　
　

議
長

27
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会
協
議
会

28
日　

百
里
基
地
周
辺
市
町
村
協
力
会
総
会　
　

議
長

28
日　

教
育
福
祉
委
員
会
協
議
会

24
日　

茨
城
県
市
町
村
長
・
議
長
会
議　
　
　
　

議
長

29
日　

川
の
手
荒
川
ま
つ
り　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

30
日　

総
務
委
員
会
協
議
会

　

５　

月

１
日　

潮
来
市
議
会
臨
時
会

２
日　

潮
来
市
交
通
安
全
母
の
会
総
会　
　
　
　

議
長

８
日　

潮
来
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
合
会
総
会　
　

議
長

８
日　

潮
来
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
総
会　
　
　

議
長

11
日　

水
郷
潮
来
観
光
協
会
総
会　
　
　
　

関
係
議
員

17
日　

潮
来
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
総
会　

議
長

18
日　

潮
来
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
総
会　

関
係
議
員

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

18
日　

水
郷
潮
来
直
販
委
員
会
総
会　
　
　

関
係
議
員

20
日　

総
務
委
員
会
協
議
会

20
日　

県
東
市
議
会
議
長
会
定
例
会　
　
　
　
　

議
長 

20
日　

潮
来
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
総
会　

議
長

21
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会
協
議
会

21
日　

教
育
福
祉
委
員
会
協
議
会

21
日　

悠
々
塾
開
講
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

21
日　

潮
来
市
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
総
会　

議
長

22
日　

潮
来
市
商
工
会
総
代
会　
　
　
　
　

関
係
議
員

23
日　

ろ
舟
安
全
祈
願
祭　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

23
日　

あ
や
め
ま
つ
り
開
会
式　
　
　
　
　

関
係
議
員

23
日　

潮
来
ば
や
し
保
存
会
総
会　
　
　
　

関
係
議
員

24
日　

潮
来
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
開
会
式　

関
係
議
員

24
日　

水
郷
作
家
展
開
会
式　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

25
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会　
　
　
　

議
長

26
日　

市
長
杯
ク
ロ
ッ
ケ
ー
・
輪
投
げ
大
会　
　

議
長

26
日　

全
員
協
議
会

26
日　

茨
城
南
部
工
業
協
同
組
合
総
会　
　
　
　

議
長

27
日　

関
東
市
議
会
議
長
会
総
会　
　
　
　
　
　

議
長

28
日　

茨
城
県
市
町
村
長
・
議
長
会
議　
　
　
　

議
長

30
日　

青
少
年
育
成
潮
来
市
民
会
議　
　
　
　
　

議
長

31
日　

市
内
中
学
校
体
育
祭　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

　

６　

月

２
日　

６
月
定
例
会
初
日

６
日　

あ
や
め
ま
つ
り
協
力
店
激
励　
　
　

関
係
議
員

６
日　

鹿
島
神
宮
奉
納
土
俵
入
り　
　
　
　
　
　

議
長

７
日　

潮
来
の
唄
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
　
　
　
　

議
長

７
日　

あ
や
め
ま
つ
り
協
賛
俳
句
大
会　
　
　
　

議
長

８
日　

６
月
定
例
会
議
案
質
疑

10
日　

あ
や
め
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　
　

議
長

10
日　

潮
来
市
農
業
再
生
協
議
会
総
会　
　
　
　

議
長

11
日　

総
務
委
員
会
・
環
境
経
済
建
設
委
員
会

12
日　

教
育
福
祉
委
員
会

13
日　

潮
来
市
芸
能
音
楽
祭　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

14
日　

あ
や
め
ま
つ
り
協
賛
剣
道
大
会　
　

関
係
議
員

14
日　

水
郷
県
民
の
森
耐
久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

15
日　

６
月
定
例
会
一
般
質
問

16
日　

６
月
定
例
会
一
般
質
問

17
日　

６
月
定
例
会
一
般
質
問

18
日　

６
月
定
例
会
最
終
日

23
日　

行
方
地
域
医
療
協
議
会
総
会　
　
　
　
　

議
長

23
日　

潮
来
市
防
犯
連
絡
会
総
会　
　
　
　
　
　

議
長

24
日　

潮
来
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会　

議
長

24
日　

行
方
地
区
交
通
安
全
協
会
総
会　
　
　
　

議
長

26
日　

行
方
地
域
農
業
改
良
推
進
協
議
会
総
会　

議
長

28
日　

あ
や
め
ま
つ
り
協
賛
短
歌
大
会　
　
　
　

議
長

28
日　

水
郷
潮
来
シ
テ
ィ
レ
ガ
ッ
タ　
　
　

関
係
議
員

28
日　

ろ
舟
打
ち
上
げ
式　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

　

文
化
財
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て

教
育
福
祉
委
員
会
研
修
報
告　

　

当
委
員
会
は
去
る
７
月
２
日
、
３
日
に
栃
木
県
日
光
市
と
壬
生
町
の
文
化
財
保
護
事

業
や
保
護
団
体
へ
の
支
援
等
に
つ
い
て
視
察
し
て
来
ま
し
た
。

　

日
光
市
議
会
手
塚
議
長
は
じ
め
文
化
財
課
の
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
県
土

の
お
お
よ
そ
４
分
１
を
占
め
る
と
言
う
日
光
市
に
は
、
国
、
県
、
市
等
指
定
の
有
形
、

無
形
の
文
化
財
的
遺
産
が
５
２
０
件
あ
る
。
こ
れ
ら
の
重
要
な
指
定
文
化
財
の
保
存
管

理
の
た
め
の
補
助
制
度
や
民
俗
芸
能
の
保
存
及
び
伝
承
の
た
め
指
導
育
成
支
援
を
行

い
成
果
を
得
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
指
定
樹
木
の
維
持
管
理
が
難
し
い
事
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。「
今

の
私
た
ち
に
は
こ
れ
ら
の
文
化
遺
産
を
守
り
、
後
世
に
言
い
伝
え
る
責
務
が
あ
る
」
日

光
市
文
化
財
の
職
員
の
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

壬
生
町
で
は
、
鈴
木
副
議
長
の
挨
拶
の
あ
と
「
潮
来
笠
」
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
乗
せ
て
の
田

村
教
育
長
の
壬
生
町
概
要
説
明
に
は
驚
き
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
お
も
て
な
し

は
潮
来
市
議
会
の
研
修
で
は
初
め
て
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

壬
生
町
の
文
化
財
の
指
定
状
況
は
、国
、県
を
含
め
総
数
66
件
。
特
徴
と
し
て
は
、国
、

県
指
定
の
古
墳
が
多
く
、
町
と
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
で
管
理
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
歴
史
遺
産
（
古
墳
）
を
活
用
し
た
町
づ

く
り
・
ひ
と
づ
く
り
事
業
と
し
て
近
隣
の
大
学
生

や
地
元
自
治
会
、
地
元
の
小
・
中
学
生
と
の
交
流

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
30
年
、
一
筋
に
取
組
ん
で
い

る
と
い
う
担
当
職
員
の
説
明
に
自
信
と
情
熱
を

感
じ
ま
し
た
。
田
村
教
育
長
か
ら
「
古
墳
を
縁
に

「
古
墳
サ
ミ
ッ
ト
」
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
」
と
い
う
大
変
貴
重
な
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
考
え
て
み
る
提
案
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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　市民の考えを市政に反映するため、市民生活やまちづくりのための様々な問題を審議して
います。また、決められたことを行政が正しく実行しているか監視しています。
　市議会には、市民の代表として十分な活動ができるよう議決権、調査権など多くの権限が
与えられています。

　市政を進めていく上で重要な案件については、市議会の決定が必要です。これを議決とい
います。市議会が行う議決の主なものは次のとおりです。

１．市の法律というべき条例を定めたり、改正したりすること。
２．市の予算を決めたり、決算を認定すること。
３．市の税金、使用料、手数料などを決めること。
４．一定の金額以上の工事や物件の購入の契約をすること。
５．副市長、教育長、監査委員などの選任に同意すること。

　潮来市のしごとなどに要望があるときは、市議
会に直接、文書で伝えることができます。
　「請願」の場合、１名以上の紹介議員が必要で
す。提出された請願は議会で審議し、採択か不採
択かを決めます。「陳情」の場合、紹介議員は必
要ありません。陳情の場合は原則として議員配布
のみとなり、議会での審議は行いません。平成26
年度は、請願３件、陳情は６件ありました。

特集
　

わ
た
し
た
ち
が
住
ん
で
い
る
潮
来
市
を

　

わ
た
し
た
ち
が
住
ん
で
い
る
潮
来
市
を

明
る
く
、
豊
か
な
、
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
に
す
る
た
め
に

明
る
く
、
豊
か
な
、
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
に
す
る
た
め
に

市
民
の
み
な
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
大
切
な
仕
事
を
し
て
も
ら
う
た
め

市
民
の
み
な
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
大
切
な
仕
事
を
し
て
も
ら
う
た
め

市
民
（
有
権
者
）
の
皆
さ
ん
が
直
接
選
挙
で
選
ん
だ
代
表
者
が

市
民
（
有
権
者
）
の
皆
さ
ん
が
直
接
選
挙
で
選
ん
だ
代
表
者
が

市
長
と
市
議
会
議
員
で
す

市
長
と
市
議
会
議
員
で
す

　

市
長
（
執
行
機
関
）
と
市
議
会
（
議
決
機
関
）
は

　

市
長
（
執
行
機
関
）
と
市
議
会
（
議
決
機
関
）
は

お
互
い
に
対
等
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら

お
互
い
に
対
等
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
権
限
を
尊
重
し
合
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
権
限
を
尊
重
し
合
っ
て

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

そ
の
期
待
に
こ
た
え
る
よ
う

そ
の
期
待
に
こ
た
え
る
よ
う

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

い
ま
す

「
こ
ん
に
ち
は
、
潮
来
市
議
会
で
す
」

「
こ
ん
に
ち
は
、
潮
来
市
議
会
で
す
」

　

よ
り
よ
い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
お
届
け
す
る
た
め
、「
議
会
の
活
動
を
わ
か
り
や
す
く
、

親
し
み
や
す
く
」
を
目
標
に
紙
面
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は

議
会
の
役
割
、
仕
事
、「
請
願
」、「
陳
情
」
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

議会は、市長が招集して開かれます。
定例会は、３月、６月、９月、１２月に開かれ、
臨時会は、必要に応じて開かれます。

市長が市民生活・福祉向上のための
政策案（議案）を提出します。

市長は、議会の議決後事業を
執行します。 市政に対して、意見、要望を「請願」

「陳情」として提出できます。

※請願・陳情の提出方法は議会
事務局までご相談ください。

市民から選ばれた議員により
議案等を審議し、議会として
の最終的な意思を決定します。

議会に提出された議案・請願等をさらに詳しく審
議するために、それぞれの委員会で審議をします。

市議会の意思として、決定したも
のを国や県等に対し意見書として
提出します。

議員も一定の要件により議案を
提出できます。

執行機関

議決機関

事業の執行 請願・陳情

提出
提出

提出

審議結果報告

常任委員会・特別委員会

意見書・議決の提出
議員提出の議案（発議）

Q2

Q3

Q4

市議会の役割って？

議決とは何ですか？

「請願」と「陳情」とは
何ですか？

わたしたちの願いをわたしたちの願いを
市議会につたえるには？市議会につたえるには？

そこが
知りた

い！
そこが

知りた
い！

Q
  　&   A

市議会のしくみ

請願書・陳情書の記載例
○○に関する請願書

紹介議員
氏名○○○○㊞
※（陳情書には紹介議員は
必要ありません。）

○○に関する請願書
請願の趣旨
要旨（内容を簡単に書く）
理由（内容及び理由を詳しく書く）
・・・・・・・・・・・・・
平成○年○月○日
潮来市議会議長○○○殿
請願者
住所（法人の場合は所在地）
○○○○○○
氏名（法人の場合は名称及び代
表者氏名）

○○○○㊞

〈表紙〉 〈本文〉
請願・陳情はいつでも受け付けていますが、直近の定例会で審
査を行うためには、定例会開会約２週間前に開かれる議会運営
委員会の前日が受付期限になっています。詳細は議会事務局へ
お問い合わせください。

報告

議決報告

議案提出

付託

市
長
と
市
議
会

Q1
　現在の潮来市議会議員の任期は、平成24年２月11日から平成28年２月10日までの４年間で
す。また、議員の定数は、条例により18人としています。

市議会議員の任期と定数は？
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編
集
後
記

編
集
後
記

　

新
生
潮
来
市
が
誕
生
し
て
か
ら
14

年
目
を
迎
え
て
い
る
。
当
初
、
約

３
万
２
千
人
あ
っ
た
人
口
は
、
現
在

２
万
９
千
人
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
消
滅
可
能
性
」
８
９
６
市
町
村
の

一
つ
に
も
数
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
リ
ポ
ー
ト
も
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
現
在
人
口
減

対
策
や
定
住
促
進
は
、
最
重
要
課
題

と
考
え
る
。

「
地
域
創
生
」
実
現
に
向
け
市
は
、

〝
潮
来
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
〞
を
設
立
し
た
。
少
子
高
齢
化

に
対
応
し
活
力
の
あ
る
街
づ
く
り
を

提
案
す
る
組
織
な
の
だ
が
、
ま
さ
に

潮
来
市
の
生
き
残
り
が
か
か
る
。

　

議
会
も
こ
れ
か
ら
の
潮
来
市
を
と

も
に
つ
く
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。　　
　
（
藤
崎　

忠
徳
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

村
山　

正
光

　

副
委
員
長　
　

後
藤　

博
子

　

委　
　

員　
　

藤
崎　

忠
徳

　
　
　
　
　
　
　

内
田　

正
一

　
　
　
　
　
　
　

橋
本
き
く
い

　
　
　
　
　
　
　

𠮷
川　
　

俊

議会インターネット放送を議会インターネット放送を
実施しています実施しています

次回定例会は次回定例会は

９月１日（火）　開会予定です９月１日（火）　開会予定です

議会傍聴へ議会傍聴へ
　　　お越しください　　　お越しください

議員が寄附をすること、議員に寄附を求めることは法律で禁止されています

自治功労者表彰自治功労者表彰
多年にわたり地方自治の発展と市政の向
上に貢献された議員が表彰されました。

　●茨城県市議会議長会表彰
　　沼里真一郎　議員（８年）

潮来市民レガッタ（６月）、
香取市民レガッタ大会（７月）
に、議会ボート部として参
加しました。


